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庄 司 研 究 室

この研究室は2年まえ.共通講座 ｢応用力学｣として発足しましたO応用物

理学科に仮所属していますO私 (庄司)は長 らく､ あまり知られていない学校

海技大学校に居ましたが. 2年まえに. こちらに転任してきました｡研究分野

はイLyソグス ピン系 ,-イゼンベルグス ピン系 ,鼓分れ高分子の統計理論など

ですOこの4月 より九大の池田和義氏を助教授に迎え.陣容を強北しました.

池田氏は徹存知の.ようk凝薪理論の権威で･クラスター積分に適当な仮定をす

ることに よって. どこまで凝縮現象を追いつめて ゆくことができるかというこ

とに精力的な研究を展開していますO助手には. このたび.阪大理学研究科修

士課程を出た一顧正和君が,来任しましたO

彼は西山研究室出身で､電子気体における不純物効果を研究していますO

大学院 D.C.には ｢銀倉史郎｣君と ｢西島国介｣君が∴年 目にいますo どちら

九大理学研究科の修士課程を経て来ました.修士論文はそれぞれ. ｢IsO-

もhermaliBObaricense皿bieにおける凝蘇慧論｣および ｢非平衡系の統計

力学｣です｡以上がこの研究室のスタッフですが, 統計力学 ,物性論の基礎か
号,

あ応用まで.･いろいろの問題をとりあげ てゆきたいと思?率 ､ます.なお修士

一年はまだ所属がきまらず.来年一月まで各研究室をまわることになっていま

す.いま3名まわってきていますが､ これ らには基礎的な勉強をさせていますO

(庄 司 記)

吉 永 研 究 室

研究室には遠赤外分光房究のグル-プとL,ニザ-研究のグループがある｡

遠 赤 外分 光 の グル ー プ

吉永 , 三石 , 井上 , 阪井 . 真鍋
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この関係では葛在の所遼赤外域における固体の光学的性質の測定 ,分光装置

そのものに関する研究及びそれに路適して極低温検知器の研究が行われているO

固体の光学的革 質の研究としては簡単な結晶格子の固体の格子振動によるス

ペク トルが主に取 り上げられているO格子振動は随分古い歴史をもっているが

電子的なバア ド構造の研究が近年著しく進んだのに対して藤子振動の分散的係

(フォノy スペク トル)LZ)研究はあまり進んでいなかつ牢O最近になって実験

的には中性子の非弾性散乱の測定によって.Ge.Si.,触 .,NaI,KBrとい

ちたような化合物のフォノソースペク トルが求められ, これに刺戟されて新 しい

モデルによる理論的なフォノンスぺク tJレの計算 も電子計算塊を使って精力的

に行われている｡ 赤外スペク トルもフォノンスペク トルという開係か ら

ttTeVival'interesも"が生 じてきて多くの漸定が行われ.いろいろな俄合物

の臨界点における振動数の億が解薪 されているo 赤外スぺク いt,として現われ

る現象には (a)光学的に活性な基準振動紅よるもctl(単音子過程) , 桐種々

の振動分技の間の結合によるも_め (多音子過程) , (C)不純物などの格子欠陥

に起因するものがあるo (a)桐 に関しては自下 ZnS,CdS系統の II-VI族につ

いて種々の測定をし解析を行っているO この系統の他合物 はいまだフォノyス

ペク トルの信嶺できる計算も行なわれていないL中値子回折の実験も Cd･化合

物ではできないので赤外スペク トルの研究は有意義であると思われるQ桓)につ

いては既にアルカタ-ライ ド中のU中心について若干の潮定を報告してあ り...

現在最も関心をもたれ ている研究であるが.極低温の測定がある部分では不可

欠になりそLZ)準備を進めているO

他にこれ らの地合物のfreecarrierによるスペク トルの和露も行ってい

る｡

又 これらの研究を通じて藩赤外域に新しい光学材料の-開発も行ってきている｡

分光装置関係としては既te-ユ･95-7年紅.できる磨け高い波長填ま等しかも

できるだけ高い分解能で測定できるようにとの目的の下に真空型の回折格子分

光装置が作られ. 18Jpから紛 Lnm 近くまでの肴々の剰定に用いられ.国内外

の測 定にも利用されてきた古 この分光装置は単光束塾といわれるもので琴過率

は計算によって求めなければならないが､ この他に比鮫的小型で. 25JEか ら約

200pまでの透過スぺク FJE,(反射も')を直接自記できる複光義型の分光装置
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書奉軍票呈

'';冬試作した｡ しかしこのような分散型の装置では.分光エネルギーのホさな長

-家長側では信号 ･雑音比をよくするため可成 り長時間の測定が塞要になるO･近

年プ-9エ分光法という分野が発展し､光学系の明るいこと及び光の同時軸定hJL→

∴~を行うという利点を生かして帝い信号 ･雄音比で短時間に測定することが考え

出された｡光源にも故知器にも優れたもののない遠赤外域ではこのような分光

二法は最 も適 してお り.､革々の所でもマイケルソ'/型の干渉分光装置を試作 して

いる｡装置に直結した専用の電子計算放により約 エ00Lと以上の全額域のスペク

トルが 10分前後で記録される｡ 現在まだ装置上の若干の問題点があるものの

0.2C丑rlの分解能が得られ一応完成しているO -いずれ種々の光物性的研究に

用いる計画である｡

他に.分解能は悪いが簡単な装置として 150LE以下に用いられるフィルター

分光装 置及び エ00jE以上に用いられるFabTy-Peroも型の干渉計も試作してお

り､研究の目的に応 じて使いわけてゆくことにしているO

遠赤外分光装置で偽の重要な面は,.強力な光源と優れた換知器の開発であるo

前者の一つの可能性として レーザーがあり.後者には庵低温で使用される半導

体換知器がある0,年の方面の研究ではわが国は若干遅れてお り. 日下換知器と

して.カーボ ンやゲルマニウムを用いたポロメ-クー-について修士の学生二名

が錬究を行って-いるQ有効質量の著しく小さいn-InSbに強力な滋場をかけた

場合に.生じる現象を利用した換知器についても近い将来に試作を行うことにし

ている｡ これ らは換知琴としての利用が先走って.光物性的な研究はいまだ行

われていないようであるのでこの方面と関連させた研究を行いたいと思ってい

る○

レー ザ ー グ Jt/- プ

1.. 吉永 , 大塚 , 山中 .

ネオン ･-9ユームを用いた 15p位までの赤外線ガスレーザー及び水義気を

L , /< - I

用いた約 100pまでの達赤外ガスレーザーを製作しているOこれ らはプラズマ

濃度の研究に用いる予定もあるO

又一方ではデアイアンレ ミルスJi'ビー レーザーを用いた研究を行ってお り.

ラマy効果の測定を予定している｡ラマン効果は既に多 くの研究が行われてい
∴
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るが.従来の助起線は固有吸収端が短波長側にあるものにしか利用できないO

レーザー光によって既に 鞄 Pの多音子通巻によるスぺ′ク lJレが測定され ている

が.従来不可能であった物質について多 くの実験ができることになる.

(富 永 記)

〔教養部物理教室 〕

渡 辺 研 究 室

結晶解析には数値計算が切 り離せないO 計算を能率 よく行うために結晶屋は

早 くから各種の図表 ,ノモグラフその他を工夫 してきたo又､云はば単能の計

算機とも云う可きものも試みられ, 例えば尋井忠二博士の考案されたフ- 9エ

級数の求:和晩のようなもの.又それを東気的紅行うもめな ども工夫され てきた.

こq)様な器戒の中で目だって有効であった卯 ま.Pepinskyの作ったⅩ-RAG

と云う名で呼ばれた二次元のアナロング計算稔であるO著者 も 1951- 195
fi

3年の 2年間同教授の研尭室に過してこの器械を使わせて貰ったO筆者の帰っ

た後日本か ら1･-0名近くの給晶屋がこの器械に世話になったわけである. この

器械は二次元の等高線として結晶内恵子密痩分布 (又は同感 な式や表はされる

関数値)を与えるが.次第に複雑な結晶を扱う様になって三次元の解析が必要

とな り残念乍 らこの器械はさほど有効ではな くなった｡

話は前にさかの1まるがi戦後. 日比谷にSCAPゐ図書館が開設されて アメ9

カ文けんが読める様 になって.研究室の者が代 り合って夜行で上京し.夢中に

なって筆写やマイクロフィルムにおさめて帰った時代があるO この時Pauling

と SchoⅧikeTが結晶解析や電子線回折に会計計算機を使用しているのを知 り

幸い武田薬品工業に同じ雇類の器械があり､多少の時間を使わして貰えたので

大崎健二君や岡谷美治君な どがこれのお世話になることができたO筆者C)滞米

時代糾 まアj リー.Aでも電子計算機が ようや く実用化されてきて､学傘な どでの

報告が行われはじめた時代である｡帰国後.大阪でも電子計算機をほしいと思
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